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BYC の歴史

この写真は昭和３０年ごろです。戦前からあった BYC のク

ラブハウスで兄貴の友人たちと夕食の一時です。左端が私で

す。クラブハウスには６畳の畳の間があって，その先，浜辺側

に１０畳ほどの板張りの部屋（食堂？）がありました。その先

はベランダで湖に突き出ていました。

戦後間もない頃ですから食卓の右端には七輪が載っています

し、アルミのなべ類（コッフェル）を愛用しました。椅子はデッ

キチェアで、ベランダで、これに腰掛けて湖を眺めたり、ベラ

ンダでバーベキューをしました。ベランダの下はすぐ波打ち際

で学生のヨット連中が下から見上げ、焼肉

の良い匂いで困らせたものです。

写真の後ろに今も使っている大きいクラ

ブの旗が架けています。

このクラブハウスはまもなく始まった、

県の埋め立て工事とその後建てられた共同

艇庫でなくなりました。

左から２番目が私の兄の昭ですが、その

次が京福電鉄の社長の息子の西出君です。

松下電器貿易に就職していました。彼が福

井の三国港でヨットをと言い出し、KYC の

古いスナイプを何艘か？京福電鉄の福井支

社へ売却のお世話をしました。今では考え

られないほど、外板は杉で、太い重たいマ

ストの船でした。三国の浜辺は夏海水浴で

賑わい、当初は貸しヨットの営業をお手伝いし、東尋坊などへ

セーリングしました。

写真の雑談です・・・
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■ クラブハウス内の様子　　　　長谷川　和之

写真集のページへ

ベランダを望む
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艇庫内の様子　1972 年

■滋賀県ヨットハーバーの竣工

1962（S37）年に完成。県は柳ヶ崎浜付近を大々的に

埋め立てを行い、ヨットハーバーを建設した。現在の柳ヶ

崎ヨットハーバーであるが、従来の BYC があった柳ヶ崎

浜より100m位沖まで埋め立てられた。この工事のため、

BYC は約 3 年間艇を仮設艇庫に移動させていた。

艇庫立ち退きの代償として、県より補償金額が示され、

KYC はその際現在の際川に代替地を求め、移動したが、

ヨット連盟の活動に深く根を生やしていた BYC は当時滋

賀県連会長を務められていた上田健治郎氏（BYC 会員）

の強い慰留を受け、新しい県ヨットハーバーに入居する

こととなった。

ハーバー完成と共に、艇庫３スパンのスペースを立ち

退きをした代償として、以降無償無期限の艇庫使用を許

された。

⇨ BYC レポート 1959 年 11 月 2 日　浜埋立に関する県
公聴会
⇨ BYC レポート　1960 年 9 月 26 日
⇨柳ヶ崎 BYC 県艇庫無償使用に関する請書　1963 年 6
月 28 日
⇨柳ヶ崎共同艇庫団体配分案　1963 年
⇨柳ヶ崎艇庫移転に伴う移築保証に関する補償額評定通
知
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クラブルーム建設　1975 年
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1971 年のイベント　BYC 遠航会・会長杯

1971 年 遠航会でのスナップ

南比良まで一泊で遠航会を行った。当時はヨーロッパ級をＢＹＣ、ＫＹＣの個人を中心に多くの艇が導入され、
会長杯レースを行うなど、クラブ活動が活発になった。

南比良の浜にて記念撮影
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1971 年 ヨーロッパ級全日本選手権大会

1971 年 会長杯レース

写真集のページへ
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